
巻
き
込
み
防
止
用
の
新
型
ワ
イ
ヤ
ー

作
業
性
が
大
幅
向
上
、安
全
性
高
ま
る

日
本
コ
ム
シ
ス

テ
ー
マ
「
新
た
な
価
値
創
造
へ
　

持
続
可
能
な
社
会
を
支
え
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
挑
戦
」

５月、日　ＮＴＴが筑波研究開発センタで開催

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
　
　
　
　
　

　
Ａ
Ｓ
研
の
海
老
根
崇
所
長
が
紹
介
　

基調講演、技術交流サロン、ワークショップなど多彩な企画

アクセス分野の最新成果紹介

ＩＯＷＮの構想から実現へ

つくばフォーラム

施行性が向上して工期短縮、コスト削減
橋梁添架設備に塗布型防食工法を提案

エクシオグループ

各 社 出 展 紹 介
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（５） 第３９６９号第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）５月１０日（金曜日）（週　刊）

　ＮＴＴは５月日と日の２日間、茨城県つくば市にある同社の筑波

研究開発センタで「つくばフォーラム」を開催する。日の基調講

演は、つくば国際会議場大ホールで行う。フォーラムのテーマは「新た

な価値創造へ　持続可能な社会を支えるアクセスネットワークへの挑

戦」である。昨年３月にはAPN IOWN ．サービスが開始となり、ＮＴ

Ｔグループは新中期経営戦略で示した通り新たな価値創造と地球のサス

テナビリティのために、ＩＯＷＮの研究開発に挑戦し続け、実用化に向

けた加速を進めている。フォーラムではＩＯＷＮの「構想から実現へ」

をより一層来場者に理解してもらうため、アクセス分野の多岐にわたる

最新の研究開発成果を紹介する。また、今回も共催団体ならびにＮＴＴ

グループ各社、ＮＴＴ研究所の三位一体による技術の交流イベントなど

を予定している。

　つくばフォーラムは（一社）情報通信エンジニアリング協会、
通信電線線材協会、全国通信用機器材工業協同組合の共催、Ｎ
ＴＴグループの後援で開催される。参加対象はこれら共催団体
の会員会社社員、フォーラム出展会社社員、これら関係者の招
待者を対象としている。入場には事前登録が必要であり、フォ
ーラム公式ＨＰで受け付けている。

　
◆
巻
き
込
み
防
止
用
シ
メ
ラ
ー
牽

引
ワ
イ
ヤ
ー

　
電
柱
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
や
吊
り
線

（
ケ
ー
ブ
ル
を
支
え
る
鋼
よ
り
線
）

の
取
り
付
け
作
業
に
お
い
て
、
従
来

の
張
線
器（
シ
メ
ラ
ー
）の
使
用
方
法

で
は
、
電
柱
に
巻
き
つ
け
た
尻
手
ワ

イ
ヤ
ー
が
既
存
の
電
力
線
な
ど
を
巻

き
込
む
リ
ス
ク
が
あ
り
、
技
術
者
は

高
い
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
、
作
業
性
の
向

上
と
安
全
性
の
確
保
を
目
的
に
、
新

し
く
「
巻
き
込
み
防
止
用
シ
メ
ラ
ー

牽
引
ワ
イ
ヤ
ー
」
を
製
作
し
た
。

　
こ
の
新
型
ワ
イ
ヤ
ー
は
、
従
来
の

尻
手
ワ
イ
ヤ
ー
を
容
易
に
取
り
外

し
、
交
換
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
作

業
環
境
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
可

能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
電
柱
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
バ
ン
ド
の
ボ
ル

ト
部
に
フ
ッ
ク
を
掛
け
る
だ
け
の
簡

単
な
取
り
付
け
仕
様
に
よ
り
、
作
業

性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
ま
た
、
電

力
線
な
ど
を
巻
き
込
む
リ
ス
ク
が
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
作
業
の
安
全
性

も
高
ま
っ
た
。

　
こ
の
巻
き
込
み
防
止
用
ワ
イ
ヤ
ー

の
導
入
に
よ
り
、
電
柱
へ
の
ケ
ー
ブ

ル
や
吊
り
線
の
取
り
付
け
作
業
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
か
つ
安
全

に
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

製
作
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
㊤
と
設
置
状
況

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
示
で
は
、
初
日
午
前

時
よ
り
２
日
目

午
後
３
時

分
ま
で
、
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
に
お

い
て
「
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化
を
支
え
る
技

術
」
「
運
用
を
抜
本
的
に
ス
マ
ー
ト
化
す
る
技
術
」

「
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓
す
る
技
術
」
の
各
テ
ー

マ
名
に
沿
っ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
以
下
の
研
究
開

発
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　【モデルネットワーク】　
Ｒ－４会場では、アクセスネ
ットワーク技術の全体像を、
ＮＴＴビル内からお客様宅ま
での実設備を用いたモデルで
わかりやすくご紹介します。
また、別会場（Ｒ－３会場）
では「通信基盤設備実物大モ
デル展示」を実施します。

　【展示レコメンドシステム】
　出展社と来場者様のコミュ
ニケーションを活性化するた
め、来場者様の興味に合わせ
た展示を会場マップに表示
し、おすすめ展示をレコメン
ドいたします。当日は北休憩
所、Ｅ－３会場入り口、出口
に設置した検索端末を利用し
て、ご自身のスマートフォン
からおすすめ展示を閲覧する
こともできます。

　なお、共催としてご協力い
ただく情報通信エンジニアリ
ング協会様からは、品質の向
上や効率化および大規模災害

時の迅速な設備復旧、安心・
安全・信頼される情報通信イ
ンフラ設備の実現に向けた取
り組みをご紹介します。通信
電線線材協会様からは「現場
業務に直結するもの」から
「ＩＯＷＮに関連する最新製
品」まで、多くの展示をご紹
介します。全国通信用機器材
工業協同組合様からは、施工
性の向上や安全に関する取り
組み、車載品の管理などをご
紹介します。
　さらに、ＮＴＴグループ各
社からは、様々な分野への挑
戦を通じて世界中の全ての人
々の生活を豊かにする「スマ
ートな社会＝Smart World」実
現へ向けた取り組みをご紹介
します。
　展示イベントとして、Ｒ－
３会場、Ｅ－１、２、３、４
会場でデモンストレーション
を実施し、ご来場者を含め皆
さま方が種々の課題や解決策
を共有できる場をご提供しま
す。

　
初
日
午
前

時

分
よ
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
大
西
佐
知
子
常
務
執

行
役
員
に
よ
る
「
人
と
地
球
に

や
さ
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
実

現
す
る"Social W

ell-being"

」

と
題
し
た
基
調
講
演
１
、
続
い

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
星
野
理
彰

副
社
長
に
よ
る
「
『
こ
れ
か
ら

の
つ
な
ぐ
』
を
創
る
」
と
題
し

た
基
調
講
演
２
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
Ｅ
―

３
会
場
で
は
、
初
日
午
後
２
時

よ
り
技
術
交
流
サ
ロ
ン
１
と

し
て
「
ア
ク
セ
ス
分
野
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
取
り
組

み
」
の
テ
ー
マ
で
、
共
催
団

体
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
三
位
一
体

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
社

の
事
例
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
同
会
場
で
は
午
後
３
時


分
よ
り
、
当
研
究
所
（
ア
ク

セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究

所

Ａ
Ｓ
研
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
「
Ｉ
Ｏ

Ｗ
Ｎ
時
代
の
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
研
究
開
発

の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
１
の
講
演
を
行
い

ま
す
。

　
２
日
目
午
前

時

分
か
ら

は
、
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
Ｅ

―
３
会
場
で
、
当
研
究
所
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
よ

る
「
豊
か
な
社
会
生
活
の
実
現

を
支
え
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
技
術
」

と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
、

時

分
か
ら
は
同
じ
く

「
次
世
代
光
フ
ァ
イ
バ
設
備
技

術
の
研
究
開
発
の
取
り
組
み
」

と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

３
、

時
か
ら
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ

ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
の
小
松
部
長
に

よ
る
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ

ジ
ー
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
４
の
講
演
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
会
場
で
は
午
後

２
時
よ
り
技
術
交
流
サ
ロ
ン
２

と
し
て
「
持
続
可
能
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
へ
の
挑
戦
」
の
テ
ー
マ

で
、
初
日
に
引
き
続
き
各
社
事

例
を
紹
介
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
基
調
講
演
、
技
術
交
流
サ

ロ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を

行
い
ま
す
。

　
【
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化
を

支
え
る
技
術
】
（
Ｒ
―
１
会
場
）

　
こ
こ
で
は
、
高
速
大
容
量
化
・
低
遅

延
化
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大
を
実
現
す

る
技
術
、
ユ
ー
ザ
や
サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟

に
合
わ
せ
る
・
多
様
な
デ
バ
イ
ス
を
収

容
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
▽
「
海
も
陸
も
、
多
く
の
光
を
、
エ

コ
に
お
届
け
」
超
大
容
量
伝
送
を
実
現

す
る
マ
ル
チ
コ
ア
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
技
術
▽
「
切
ら
ず
に
、
光
を
分
岐
し

ま
す
」
光
フ
ァ
イ
バ
を
切
ら
な
い
光
分

岐
技
術
▽
「
道
が
つ
づ
け
ば
、
光
も
つ

づ
く
よ
、
ど
こ
ま
で
も
」
電
柱
や
管
路

に
依
存
し
な
い
簡
易
布
設
光
フ
ァ
イ
バ

ケ
ー
ブ
ル
技
術
▽
「
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
の

仮
想
化
で
工
場
の
自
動
化
を
促
進
」
産

業
用
Ｎ
Ｗ
機
能
の
ソ
フ
ト
化
技
術
▽

「
ズ
レ
の
な
い
リ
モ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
、

で
き
ま
す
」
超
低
遅
延
の
映
像
分
割
表

示
処
理
技
術

　
▽
「
陸
・
海
・
空
・
宇
宙
の
全
て
が

通
信
圏
内
」
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
レ

ッ
ジ
拡
張
を
実
現
す
る
衛
星
通
信
技
術

▽
「
干
渉
を
回
避
し
て
多
ユ
ー
ザ
が
１

０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
を
実
現
」
高
周
波
数
帯

分
散
ア
ン
テ
ナ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
干

渉
低
減
技
術
▽
「
雑
音
の
加
算
を
防
ぎ

多
く
の
張
出
局
と
繋
ぎ
ま
す
」
ア
ナ
ロ

グ
Ｒ
ｏ
Ｆ
を
用
い
た
上
り
通
信
の
信
号

品
質
向
上
技
術
▽
「
多
彩
な
フ
ィ
ー
ル

ド
で
活
躍
す
る
無
線
の
実
現
」
マ
ル
チ

無
線
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
御
技
術
Ｃ
ｒ

ａ
ｄ
ｉ
ｏ
▽
「
無
線
×
光
の
連
携
で
工

場
の
Ｄ
Ｘ
推
進
」
〝
つ
な
が
り
続
け
る

Ｎ
Ｗ
〟
を
実
現
す
る
Ｃ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
Ｒ

×
低
遅
延
Ｆ
Ｄ
Ｎ
技
術
▽
「
エ
リ
ア
に

適
し
た
無
線
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
切
り
替

え
ま
す
」
測
距
を
活
用
し
た

Ｇ
Ｈ
ｚ

帯
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
／
５
Ｇ
切
替
技
術

　
【
運
用
を
抜
本
的
に
ス
マ
ー
ト
化
す

る
技
術
】
（
Ｒ
―
１
、
Ｒ
―
２
会
場
）

　
こ
こ
で
は
、
設
備
や
運
用
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
・
作
業
自
動
化
に
よ
っ
て
究

極
な
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ス
マ
ー
ト

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
技
術
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
▽
「
到
来
、
光
の
オ
ン
サ
イ
ト
業
務

の
リ
モ
ー
ト
化
」
無
派
遣
で
心
線
切
替

可
能
な
遠
隔
光
路
切
替
ノ
ー
ド
▽
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
一
管
理
と
自
律
分
析

で
故
障
対
応
を
迅
速
化
」
大
規
模
故
障

時
の
故
障
個
所
推
定
・
影
響
把
握
技
術

（
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
／
Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｍ
）
▽
「
あ

な
た
好
み
の
サ
ー
ビ
ス
を
瞬
時
に
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
」
ユ
ー
ザ
要
望
を
か
な
え

る
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提
供
す
る
Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
抽
出
技
術
▽
「
内
部
の
劣
化

を
解
き
明
か
す
画
像
認
識
の
力
」
画
像

認
識
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
点
検

技
術
▽
「
掘
ら
ず
に
分
か
る
埋
設
位
置

　
管
路
形
状
を
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
」
埋
設

管
路
の
高
精
度
位
置
計
測
技
術

　
【
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓
す
る
技

術
】
（
Ｒ
―
１
会
場
）

　
こ
こ
で
は
、
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
、
通
信

設
備
、
通
信
技
術
の
各
ア
セ
ッ
ト
を
活

用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
開
拓
に

向
け
た
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
▽
「
〝
ま
さ
か
〟
を
な
く
す
イ
ン
フ

ラ
被
災
リ
ス
ク
可
視
化
」
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
被
災
予
測
技
術
▽
「
通
信
イ
ン
フ

ラ
設
備
に
お
け
る
設
備
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
技
術
」
通
信
設
備
を
く
ま
な

く
活
用
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
設
備
活
用

術
▽
「
端
末
操
作
ロ
グ
に
基
づ
き
他
組

織
の
優
良
施
策
を
展
開
し
や
す
く
し
ま

す
」
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
人
の
判
断
や
気
づ

き
を
支
援
す
る
業
務
デ
ザ
イ
ン
技
術
▽

「
Ｎ
Ｗ
×
セ
ン
シ
ン
グ
で
地
域
課
題
解

決
」
光
フ
ァ
イ
バ
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
豪
雪
地
域
の
除
雪
判
断
支
援
）
▽

「
風
車
の
無
停
止
点
検
で
発
電
量
ア
ッ

プ
」
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
微
弱
無
線

送
受
信
技
術

　
◆
「
Ｋ
Ｓ
ラ
イ
ニ
ン
グ
Ｎ
Ｋ
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
る
重
防
食
工
法
の

考
案

　
「
Ｋ
Ｓ
ラ
イ
ニ
ン
グ
Ｎ
Ｋ
シ
ス

テ
ム
」
は
、
主
に
硫
化
水
素
に
よ

る
劣
化
が
著
し
い
環
境
で
使
用
す

る
塗
料
型
の
防
食
技
術
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ

橋
梁
添
架
設
備
の

防
食
に
活
用
し
、

従
来
か
ら
の
標
準

工
法
で
あ
る
テ
ー

プ
巻
き
付
け
工
法

と
同
等
の
品
質
・

耐
久
性
の
確
保
を

可
能
と
し
た
工
法

で
あ
る
。

　
塗
料
型
の
防
食

工
法
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
狭
隘
部
や

複
雑
な
形
状
の
部

材
も
塗
布
の
み
で

防
食
が
完
結
す
る

た
め
、
テ
ー
プ
巻

き
付
け
工
法
で
必

要
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
材
等
の
設
置

が
不
要
と
な
り
施
工
性
が
向
上
し

た
。
ま
た
、
防
食
工
事
に
伴
う
既

存
橋
梁
添
架
設
備
の
形
態
や
橋
梁

本
体
に
か
か
る
重
量
の
変
化
が
極

め
て
小
さ
い
た
め
、
施
工
に
伴
う

河
川
管
理
者
と
の
工
法
協
議
稼
働

も
削
減
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
工
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

協
議
か
ら
完
成
ま
で
の
全
体
工

期
が
短
縮
さ
れ
る
と
共
に
、
防
食

に
関
わ
る
施
工
コ
ス
ト
の
削
減

（
≒
▲

％
）
を
実
現
し
た
。
施

工
性
向
上
、
経
済
性
、
協
議
稼
働

削
減
の
効
果
に
よ
り
、
２
０
２
２

年
度
に
は
３
橋
の
橋
梁
添
架
設
備

の
防
食
工
事
で
こ
の
工
法
が
採
用

さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
へ
の
Ｖ
Ｅ
提

案
に
お
い
て
「
採
用
Ａ
」
を
獲
得

し
た
こ
と
で
、
２
０
２
３
年
度
に

は
前
年
度
の
６
倍
を
超
え
る

橋

ま
で
採
用
が
拡
大
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
４
年
３
月
に
改

訂
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
気
通
信
技

術
標
準
実
施
方
法
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本

２
０
２
４
・
３
・

、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本

同
３
・

）
に
こ
の

工
法
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
で
、
同

社
グ
ル
ー
プ
以
外
の
通
信
建
設
会

社
各
社
の
認
知
度
向
上
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
４
年
度

の
計
画
段
階
で
全
国

橋
の
工
事

に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
工
法
の

さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
、
各
社
か

ら
発
注
者
へ
の
新
規
工
法
提
案
お

よ
び
工
法
変
更
提
案
の
支
援
等
を

推
進
す
る
。


